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一
　
は
じ
め
に

　
井
筒
俊
彦
は
『
意
識
と
本
質
│
精
神
的
東
洋
を
索
め
て
』
の
序
論
で
、

自
身
の
東
洋
哲
学
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。「
極
東
、
中
東
、
近
東

と
普
通
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
る
広
大
な
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
古
来
展
開
さ
れ

た
哲
学
的
思
惟
の
様
々
な
伝
統
を
東
洋
哲
学
と
い
う
名
で
一
括
し
て
通
観

す
る
﹇
中
略
﹈、
そ
の
諸
伝
統
に
ま
つ
わ
る
複
雑
な
歴
史
的
聯
関
か
ら
引

き
離
し
て
、
共
時
的
思
考
の
次
元
に
移
し
、
そ
こ
で
新
し
く
構
造
化
し
な

お
し
て
み
た
い
」
と）

1
（

。『
意
識
と
本
質
│
精
神
的
東
洋
を
索
め
て
』
の
構

造
と
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
比
較
哲
学
の
領
域
に
お
け
る
主
題
に
属
す
る
。「
共

時
的
思
考
の
次
元
」、
あ
る
い
は
、「
共
時
的
構
造
化
」
と
い
う
用
語
は
『
意

識
と
本
質
』
に
お
け
る
井
筒
の
方
法
論
の
キ
ー
タ
ー
ム
と
い
え
よ
う
。
彼

は
こ
の
方
法
論
に
よ
っ
て
、
東
洋
の
諸
伝
統
の
構
造
を
比
較
し
、
読
み
直

し
、
で
き
る
限
り
ま
で
そ
れ
ら
を
現
代
世
界
の
思
想
の
現
場
に
引
き
入
れ

る
こ
と
を
試
み
る
。
井
筒
が
英
語
で
書
い
た
論
文
や
著
作
で
は
「
共
時
的

思
考
の
次
元
」、
あ
る
い
は
、「
共
時
的
構
造
化
」
と
い
う
用
語
の
代
わ
り

に
、“m

eta-historical dialogue

）
2
（”

あ
る
い
は
、“m

eta-philosophy ori-
ental

）
3
（”

と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
彼
は
こ
の

著
作
や
東
洋
哲
学
に
関
す
る
他
の
著
作
の
中
で
、
東
洋
の
諸
伝
統
の
間
に

共
通
の
コ
ト
バ
、
あ
る
い
は
、「
東
洋
的
な
メ
タ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
世
界
）
4
（

」

を
作
る
こ
と
を
試
み
る
。
比
較
哲
学
の
領
域
と
密
接
に
係
る
こ
の
共
通
の

コ
ト
バ
を
作
る
こ
と
の
う
ち
に
は
、
非
常
に
重
要
な
点
が
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
井
筒
が
い
う
東
洋
哲
学
は
歴
史
の
領
域
を
超
え
る
哲
学
で

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
東
洋
哲
学
の
構
造
は
メ
タ
・
ヒ
ス

ト
リ
ー
の
次
元
を
も
つ
。

　“m
eta-historical dialogue”

（
フ
ラ
ン
ス
語
で“un dialogue dans 

la m
étahistorie”

）
と
い
う
用
語
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
哲
学
者
・
イ
ス
ラ

ー
ム
学
者
で
あ
る
ア
ン
リ
・
コ
ル
バ
ン
が
初
め
て
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

〈
研
究
論
文
５
〉

ザ
キ
プ
ー
ル
・
バ
フ
マ
ン
　

　
井
筒
俊
彦
の
東
洋
哲
学
に
お
け
る
〈
歴
史
〉
の
意
義

│
ア
ン
リ
・
コ
ル
バ
ン
の
哲
学
が
井
筒
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

│
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索
め
る
こ
と
を
試
み
な
が
ら
、
そ
の
構
造
も
解
説
し
よ
う
と
す
る
。
彼
は

「
精
神
的
東
洋
」
を
解
説
す
る
た
め
に
、O

rientation

と
い
う
単
語
を
使

用
す
る
。O

rientation

と
い
う
単
語
はO

ccidentalisation

に
た
い
す

る
も
の
で
あ
る
。O

rientation

の
語
源
はO

rient

で
あ
り
、
二
つ
の
意

味
が
あ
る
。
第
一
の
意
味
は
「
東
方
に
立
つ
」
で
、
第
二
の
意
味
は
「
東

洋
化
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。O

ccidentalisation

の
語
源
はO

ccident

で
あ
り
、「
西
方
に
立
つ
」
と
「
西
洋
化
す
る
こ
と
」
と
い
う
二
つ
の
意

味
が
あ
る
。

　O
rientation

と
い
う
単
語
は
方
位
・
方
向
づ
け
の
意
味
も
あ
る
。
ゆ

え
に
、
コ
ル
バ
ン
は
、
東
方
に
立
つ
人
間
、
あ
る
い
は
、
東
洋
へ
方
向
づ

け
ら
れ
た
人
間
は
自
分
自
身
を
索
め
る
も
の
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
、

「O
rientation

（
方
位
）
世
界
に
お
け
る
人
間
存
在
の
基
礎
の
事
象
）
5
（

」
を

コ
ル
バ
ン
は
論
じ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
「
精
神
的
東
洋
」
は
地
理
的
地
図
の
表
層
に
は
存
在
し

な
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
哲
学
の
精
神
的
地
理
学
を
援
用
し
て
、
コ
ル
バ

ン
は
そ
れ
を
形
而
上
学
的
北
方
（
つ
ま
り
上
方
）
に
位
置
づ
け
る
。
地
理

的
地
図
の
表
層
で
は
、
太
陽
（
光
）
が
東
方
か
ら
上
昇
し
、
西
方
に
沈
む
。

即
ち
、
光
は
東
方
で
、
闇
は
西
方
に
あ
る
。
こ
の
地
理
的
構
造
が
形
而
上

学
的
構
造
に
変
更
さ
れ
る
際
、
地
理
の
東
方
は
形
而
上
学
の
北
方
（
上
方
）

に
、
地
理
の
西
方
は
形
而
上
学
の
南
方
（
下
方
）
に
変
更
さ
れ
る
の
だ
。

イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
哲
学
か
ら
見
る
と
、「
人
間
の
存
在
は
地
理
の
四
方
つ

ま
り
東
西
北
南
に
加
え
、
形
而
上
学
の
二
方
位
、
つ
ま
り
上
下
、
合
わ
せ

て
六
方
に
囲
ま
れ
て
い
る）

6
（

」。

こ
の
用
語
に
加
え
て
、
コ
ル
バ
ン
は
「
歴
史
叡
智
学
」（historiosophie

）

と
「
神
聖
史
」（hiéro-historie

）
と
い
う
用
語
も
使
用
す
る
。
コ
ル
バ

ン
に
よ
っ
て
比
較
哲
学
の
分
野
で
使
わ
れ
る
こ
の
三
つ
の
用
語
は
非
歴
史

的
な
意
味
、
つ
ま
り
メ
タ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
意
味
を
も
つ
。

　
井
筒
の
東
洋
哲
学
は
コ
ル
バ
ン
の
現
象
学
的
な
哲
学
か
ら
多
大
な
影
響

を
受
け
て
い
る
。
本
論
文
で
私
は
、
井
筒
の
東
洋
哲
学
と
コ
ル
バ
ン
の
現

象
学
的
な
哲
学
の
本
質
が
そ
も
そ
も
メ
タ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
あ
る
こ
と
を

論
じ
る
。
そ
し
て
、
井
筒
と
コ
ル
バ
ン
の
見
解
で
は
、
歴
史
の
領
域
を
超

え
る
際
に
比
較
哲
学
が
始
ま
り
、
比
較
哲
学
の
趣
旨
は
ま
さ
に
「
精
神
的

東
洋
を
索
め
る
」
と
い
う
こ
と
に
行
き
つ
く
こ
と
に
あ
る
。
従
っ
て
本
論

文
で
筆
者
は
通
常
井
筒
が
視
野
か
ら
除
外
し
た
歴
史
と
い
う
問
題
を
再
導

入
す
る
こ
と
で
、
井
筒
と
コ
ル
バ
ン
の
密
接
な
関
係
を
示
し
つ
つ
、
井
筒

の
比
較
哲
学
の
重
要
な
側
面
を
提
示
し
た
い
と
思
う
。

二
　
東
洋
の
次
元

　
ま
ず
『
意
識
と
本
質
』
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
精
神
的
東
洋
を
索
め
て
」

に
注
意
し
よ
う
。
そ
の
「
精
神
的
東
洋
」
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
歴
史
と
い
か
に
し
て
関
係
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
井
筒
や
コ
ル
バ
ン
の

哲
学
は
な
ぜ
こ
の
「
精
神
的
東
洋
」
を
索
め
る
か
。
井
筒
と
コ
ル
バ
ン
の

哲
学
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
質
問
に
対
す
る
答
え
は
比
較
哲
学
に
至
る

道
で
あ
る
。

　
コ
ル
バ
ン
は
『
イ
ラ
ン
神
秘
主
義
に
お
け
る
光
的
人
間
（L’hom

m
e 

de lum
ière dans le soufism

e iranien

）』
の
中
で
「
精
神
的
東
洋
」
を
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使
学
の
構
造
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
形
而
上
学
の
構
造
と
対
応
さ
せ
た
の
だ
。

　
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
哲
学
の
構
造
で
は
、
フ
ァ
ー
ラ
ー
ビ
ー
や
イ
ブ

ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
が
主
張
し
た
一
〇
の
離
在
知
性
の
構
造
の
代
わ
り
に
、

「
天
使
の
世
界
」
が
構
想
さ
れ
た
。
彼
は
『
ガ
ブ
リ
エ
ル
の
羽
の
音

（Ā
wāz-e Par-e Jabra’īl

）』
で
大
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
を
能
動
知
性
と
対

応
さ
せ
る
。
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
霊
魂
（nafs

）
は

そ
も
そ
も
天
使
で
あ
る
。
こ
の
天
使
は
「
天
使
の
世
界
」（
精
神
的
世
界
、

精
神
的
東
洋
）
か
ら
大
地
（
物
質
的
世
界
、
物
質
的
西
洋
）
に
降
下
し
、

「
西
方
の
流
浪
」
へ
と
纏
綿
さ
れ
て
い
る
。
纏
綿
さ
れ
て
い
る
霊
魂
が
精

神
的
東
洋
を
索
め
る
ゆ
え
に
、
大
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
は
案
内
者
と
し
て
霊

魂
を
精
神
的
東
洋
の
方
に
導
く
。
シ
ー
ア
派
哲
学
の
場
合
は
、
能
動
知
性

が
さ
ら
に
第
一
二
代
イ
マ
ー
ム
の
性
格
と
役
割
に
対
応
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。

　
コ
ル
バ
ン
の
考
え
で
は
、
イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド
哲
学
の
後
に
西
洋
哲
学

に
お
け
る
能
動
知
性
の
概
念
（
人
間
の
案
内
者
）
は
徐
々
に
忘
れ
ら
れ
、

デ
カ
ル
ト
哲
学
で
精
神
と
身
体
の
区
別
が
も
た
ら
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
コ

ル
バ
ン
に
よ
る
と
、
能
動
知
性
が
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
は
、
近
代
で
ニ
ヒ
リ

ズ
ム
に
至
る
こ
と
、
つ
ま
り
人
間
は
東
方
を
喪
失
し
「
西
方
の
流
浪
」
に

纏
綿
さ
れ
る
状
況
を
も
た
ら
し
た
の
だ
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
コ
ル
バ
ン
は
哲
学
者
と
し
て
、
古
典
的
オ
リ
エ
ン
タ

リ
ズ
ム
と
そ
の
実
証
主
義
的
基
礎
を
克
服
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
と
い
う

の
も
彼
に
と
っ
て
、
古
典
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
そ
の
実
証
主
義
的
基

礎
は
完
全
に
歴
史
主
義
的
な
事
柄
で
あ
り
、
実
証
主
義
の
基
礎
で
あ
る
歴

　
だ
が
、
精
神
的
東
洋
（
光
）
を
索
め
る
人
間
、
光
的
人
間
は
、
形
而
上

学
の
南
方
（
闇
の
領
域
、
物
質
的
西
洋
）
に
降
下
し
、
形
而
上
学
の
北
方

（
光
の
領
域
、
精
神
的
東
洋
と
し
て
のO

rient

）
を
索
め
る
も
の
で
あ
る
。

東
洋
と
西
洋
は
、
コ
ル
バ
ン
と
井
筒
の
哲
学
で
精
神
的
意
味
を
も
ち
、
そ

れ
ら
の
間
に
流
れ
て
い
る
時
間
も
「
精
神
的
時
間
」、
あ
る
い
は
、「
メ
タ
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
の
時
間
）
7
（

」
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

三
　
喪
失
さ
れ
た
東
洋
と
比
較
哲
学

　
コ
ル
バ
ン
の
考
え
で
は
、
人
間
（
特
に
近
代
人
）
は
精
神
的
東
洋

（O
rient

）
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
た
。
人
間
は

形
而
上
学
の
南
方
（
闇
の
領
域
、
物
質
的
西
洋
）
へ
と
纏
綿
さ
れ
、
形
而

上
学
の
北
方
（
光
の
領
域
、
精
神
的
東
洋
）
を
喪
失
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

コ
ル
バ
ン
は
喪
失
さ
れ
た
人
間
を
「
西
洋
的
人
間
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
中
に
「
能
動
知
性
」（ăqlfă̆

āl
）
と
い
う
用
語

が
あ
る
。
こ
の
用
語
は
そ
も
そ
も
プ
ラ
ト
ン
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
哲
学

で
現
れ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
構
造
に
お
い
て
新
し
い
意
味
を
現

す
。
フ
ァ
ー
ラ
ー
ビ
ー
、
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
、
イ
ブ
ン
・
ル
シ
ュ
ド

の
哲
学
で
能
動
知
性
は
人
間
と
神
の
調
停
者
で
あ
り
、
神
の
恩
寵
の
媒
介

者
で
あ
る
。

　
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
哲
学
で
は
、
能
動
知
性
の
役
割
と
構
造
が
大
き
く

変
わ
る
。
能
動
知
性
は
神
の
恩
寵
の
媒
介
者
で
あ
り
つ
つ
、
人
間
を
精
神

的
東
洋
へ
導
く
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
人
間
の
案
内
者
と
し
て
の
天
使

で
あ
る
。
一
二
世
紀
に
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
は
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
天
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時
間
を
描
き
、
人
間
（
神
秘
主
義
者
）
の
心
や
霊
魂
に
お
い
て
時
間
と
歴

史
が
流
れ
て
い
る
と
主
張
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
コ
ル
バ
ン
は
円
環
的
時
間

と
歴
史
を
「
神
聖
史
」（hiéro-historie

）
と
呼
ぶ
。
さ
ら
に
、
円
環
的

時
間
と
歴
史
の
場
所
は
神
秘
主
義
者
の
心
な
の
で
、
こ
の
時
間
と
歴
史

は
、
内
面
的
時
間
・
内
面
的
歴
史
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
哲
学
者
た
ち
は
形
而
上
学
の
宇
宙
を
六
つ
の
世
界

（ā̆lam

）
に
分
け
る
が
、
本
論
文
で
は
こ
の
六
段
階
の
詳
細
は
割
愛
し
、

本
主
題
に
密
接
に
関
係
す
る
三
つ
の
世
界
、
ア
ー
ラ
ム
・
ア
ル
＝
ジ
ャ
バ

ル
ー
ト
（
神
威
の
世
界
）、
ア
ー
ラ
ム
・
ア
ル
＝
マ
ラ
ク
ー
ト
（
天
使
の

世
界
）、
ア
ー
ラ
ム
・
ア
ル
＝
ナ
ー
ス
ー
ト
（
こ
の
世
）
の
み
を
扱
い
た
い
。

　
時
間
の
性
質
は
各
世
界
で
異
な
る
。
ア
ー
ラ
ム
・
ア
ル
＝
ナ
ー
ス
ー
ト

に
お
け
る
時
間
は
「
汚
れ
た
時
間
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
時
間
は
物
質
と

関
係
が
あ
る
の
で
、
汚
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
ア
ー
ラ
ム
・
ア
ル
＝
マ
ラ

ク
ー
ト
に
お
け
る
時
間
は
「
精
妙
な
る
時
間
」
で
あ
る
。
こ
の
時
間
は
物

質
か
ら
離
れ
、
離
在
存
在
（
非
物
質
）
の
世
界
で
流
れ
て
い
る
の
で
、「
精

妙
な
る
時
間
」
で
あ
る
。
ア
ル
＝
ジ
ャ
バ
ル
ー
ト
に
お
け
る
時
間
は
「
よ

り
精
妙
な
る
時
間
」
で
あ
る
。

　
天
使
の
世
界
は
離
在
存
在
の
世
界
で
あ
る
が
、
天
使
た
ち
は
離
在
的
形

姿
が
あ
る
の
で
、
そ
の
世
界
で
流
れ
て
い
る
時
間
は
離
在
的
つ
ま
り
物
質

性
が
希
薄
と
い
う
意
味
で
「
精
妙
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
威
の
世
界
で

は
離
在
的
形
姿
も
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
の
世
界
で
流
れ
て
い
る
時
間
は

「
よ
り
精
妙
」
と
い
う
性
質
を
も
つ
の
だ
。

　
神
と
天
使
の
顕
現
は
時
間
の
性
質
を
決
定
す
る
。
神
秘
哲
学
者
の
心
や

史
主
義
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
一
の
原
因
で
あ
る
。

　
コ
ル
バ
ン
は
『
イ
ラ
ン
哲
学
と
比
較
哲
学
（Philosophie Iranienne 

et Philosophie Com
parée

）』
の
中
で
比
較
哲
学
（
精
神
的
東
洋
へ
至
る

方
法
）
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。「﹇
ま
ず
、
比
較

哲
学
に
至
る
た
め
に
﹈
歴
史
の
場
所
は
な
に
か
、
歴
史
は
ど
こ
で
演
じ
ら

れ
て
い
る
か
、
人
間
の
歴
史
性
は
何
か
ら
成
り
立
ち
、
何
か
ら
な
っ
て
い

な
い
の
か
と
我
々
は
自
分
自
身
に
問
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と）

8
（

。

　
コ
ル
バ
ン
の
見
解
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。
比
較
哲
学
（
精
神

的
東
洋
に
至
る
方
法
）
は
人
間
の
歴
史
性
や
非
歴
史
性
と
関
係
が
あ
り
、

比
較
哲
学
さ
ら
に
は
精
神
的
東
洋
に
至
る
た
め
に
歴
史
の
領
域
の
代
わ
り

に
、
世
界
で
生
じ
る
出
来
事
の
源
泉
を
神
秘
主
義
者
の
心
や
霊
魂
（
内
面

的
歴
史
）
の
中
で
探
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

四
　
内
面
的
歴
史

　
上
述
し
た
よ
う
に
コ
ル
バ
ン
は
人
間
の
霊
魂
を
降
下
し
た
天
使
と
考
え

る
。
彼
に
と
っ
て
、「
神
の
顕
現
は
全
て
天
使
の
顕
現
で
あ
り
、
天
使
の

顕
現
は
全
て
歴
史
か
ら
は
ず
す
こ
と
で
あ
る）

9
（

」。
天
使
が
顕
現
し
て
、
自

分
の
姿
を
顕
す
の
は
、
人
間
（
神
秘
主
義
者
）
の
心
や
霊
魂
で
あ
る
。
既

に
言
及
し
た
形
而
上
学
的
構
造
で
天
使
の
顕
現
と
天
使
の
降
下
に
関
わ
る

の
は
、
形
而
上
学
の
北
方
（
精
神
的
東
洋
）
と
形
而
上
学
の
南
方
（
物
質

的
西
洋
）
の
間
で
あ
る
。
霊
魂
や
天
使
は
「
降
下
の
円
弧
」
で
形
而
上
学

の
南
方
に
降
下
し
、「
上
昇
の
円
弧
」
で
形
而
上
学
の
北
方
に
向
か
う
。

　
こ
の
構
造
に
基
づ
い
て
、
人
間
の
霊
魂
は
形
而
上
学
的
円
環
と
円
環
的
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の
本
来
の
す
が
た
に
戻
す
」
方
法
を
採
用
し
、
そ
れ
ら
の
間
で
共
通
の
モ

デ
ル
と
構
造
を
導
き
出
す
こ
と
を
試
み
る
の
だ
。
コ
ル
バ
ン
も
井
筒
も
歴

史
と
時
間
の
場
所
を
神
秘
主
義
者
の
心
や
霊
魂
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
共

時
的
に
東
洋
の
諸
伝
統
を
理
解
し
て
比
較
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
彼
ら
に

と
っ
て
、
比
較
哲
学
が
精
神
的
東
洋
に
至
る
道
と
は
、
以
上
の
よ
う
な
意

味
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

五
　
歴
史
を
超
え
る
対
話

　
コ
ル
バ
ン
も
井
筒
も
全
て
の
内
面
的
な
学
派
を
根
本
的
に
共
時
的
、
同

時
代
的
な
も
の
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
東
洋
の
諸

伝
統
で
生
じ
た
出
来
事
は
廃
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
我
々
の
時
代
に
「
現

前
」
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
現
前
に
よ
っ
て
、
我
々
は
諸
現
象
を

同
時
代
的
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
諸
現
象

を
共
時
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
メ
タ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
属
す
る
。
コ
ル
バ

ン
は
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
を
「
歴
史
を
超
え
る
対
話
」
と
呼
ん
で

い
る
。
井
筒
も
『
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
道
教
（Sufism

 and Taoism

）』
第

三
部
第
一
章
で
こ
の
用
語
を
コ
ル
バ
ン
か
ら
引
き
継
ぎ
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ

ビ
ー
学
派
と
道
教
の
中
心
概
念
を
比
較
す
る
。
歴
史
を
超
え
る
対
話
と
は

何
か
、
そ
の
立
場
は
井
筒
の
東
洋
哲
学
で
は
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

か
最
後
に
考
え
た
い
。

　
井
筒
は
『
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
と
道
教
』
の
中
で
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
学

派
と
道
教
の
間
に
「
メ
タ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」
或
は
共
通
の
コ
ト
バ
を
索
め

つ
つ
、
歴
史
を
超
え
る
対
話
の
特
徴
を
説
明
す
る
。
井
筒
に
と
っ
て
、

霊
魂
は
形
而
上
学
の
宇
宙
を
汚
れ
た
時
間
か
ら
よ
り
精
妙
な
る
時
間
へ
移

し
つ
つ
、
諸
現
象
の
内
面
を
も
開
示
す
る
。
諸
現
象
の
内
面
を
開
示
す
る

こ
と
は
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
哲
学
の
用
語
で
は
「
隠
さ
れ
た
る
も
の
の
開

示
」（kashf al-m

ahjūb

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
隠
さ
れ
た
る

も
の
を
開
示
す
る
方
法
は
「
解
釈
」（taw

’īl

）
す
な
わ
ち
「
あ
る
も
の
を

自
ら
の
本
来
の
す
が
た
（archetype

）
に
戻
す
」（
ペ
ル
シ
ャ
語
で

chizi-ra be-asl-e Khwod rasanidan

）
と
呼
ば
れ
る）

10
（

。

　
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
は
『
黎
明
の
叡
智
（H

ikm
at al-Ishrāq

）』
の
最

後
で
「
第
八
世
界
」
と
い
う
世
界
を
導
入
す
る
。「
第
八
世
界
」
は
哲
学

の
言
葉
で
「
元
型
の
世
界
」
あ
る
い
は
、
現
象
界
の
間
に
存
在
す
る
「
イ

デ
ア
界
」
に
相
当
す
る
。
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
神
秘
哲
学
者

の
心
や
霊
魂
は
物
質
肉
体
か
ら
徐
々
に
離
れ
、
精
神
的
東
洋
に
向
か
う
際

に
、
一
五
の
光
が
一
段
一
段
と
心
や
霊
魂
を
照
明
し
、
神
秘
主
義
者
の
心

や
霊
魂
を
「
第
八
世
界
」（
光
の
世
界
）
へ
導
く
。
世
界
の
神
秘
主
義
者

た
ち
、
あ
る
い
は
、
世
界
に
あ
る
全
て
の
内
面
的
な
学
派
は
「
第
八
世
界
」

で
一
体
に
な
る
と
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
は
主
張
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
全

て
の
内
面
的
な
学
派
は
「
第
八
世
界
」
に
お
い
て
、「
自
ら
の
本
来
の
す

が
た
に
戻
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
コ
ル
バ
ン
は
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
を
中
心
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
神
秘
哲
学

者
を
援
用
し
、
ま
た
井
筒
も
コ
ル
バ
ン
や
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
を
参
照
し

つ
つ
、
コ
ル
バ
ン
と
井
筒
は
比
較
哲
学
の
理
念
を
確
立
す
る
。
コ
ル
バ
ン

と
井
筒
が
比
較
哲
学
を
行
う
と
き
は
、
任
意
の
Ａ
学
派
と
Ｂ
学
派
に
共
通

す
る
概
念
を
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
全
て
の
内
面
的
な
学
派
を
「
自
ら
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る
。
こ
の
段
階
で
、
我
々
は
比
較
の
問
題
の
頂
点
に
至
る
。

　
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
に
属
し
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で

書
き
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
西
方
に
生
き
た
。
し
か
し
彼
と
は
異
な
り
、

老
子
と
荘
子
は
中
国
の
伝
統
に
属
し
、
中
国
語
で
書
き
、
東
ア
ジ
ア
に
生

き
た
。
従
っ
て
、
通
常
は
、
彼
ら
の
う
ち
に
共
通
の
歴
史
・
コ
ト
バ
・
基

礎
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
比
較
対
象
の
間
に
共
通
の
コ
ト
バ
（
メ
タ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
）
と
は
、
井

筒
の
個
別
的
研
究
で
は
例
え
ば
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
学
派
と
道
教
の
神
秘

体
験
と
し
て
理
解
で
き
る
。
井
筒
が
参
照
し
た
コ
ル
バ
ン
と
、
コ
ル
バ
ン

が
依
拠
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
哲
学
の
言
い
方
で
は
、
神
秘
体
験
は
形
而

上
学
の
北
方
と
南
方
を
包
摂
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
井
筒
が
構

想
す
る
比
較
の
共
通
の
コ
ト
バ
と
は
、
物
質
性
と
非
物
質
性
の
全
体
に
わ

た
っ
て
「
本
来
の
す
が
た
」
を
探
索
す
る
言
語
的
営
み
と
し
て
も
「
解
釈
」

（taw
’īl

）
の
こ
と
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
井
筒
は
こ
の
よ
う
な
言
語
的
な

営
み
と
し
て
の
「
対
話
」
を
「
垂
直
的
言
語
化
」
あ
る
い
は“Beyond-

D
ialogue”

と
も
呼
ん
で
い
る）

12
（

。
彼
方
へ
と
向
か
う
対
話
が
目
指
す
先
は
、

も
ち
ろ
ん
「
精
神
的
東
洋
」
で
あ
る
。

六
　
結
び

　
井
筒
も
コ
ル
バ
ン
も
自
分
の
哲
学
の
構
造
の
中
で
「
精
神
的
東
洋
」
あ

る
い
は
「
喪
失
さ
れ
た
東
洋
」
を
索
め
、
比
較
哲
学
を
「
精
神
的
東
洋
」

に
至
る
道
と
し
て
提
示
す
る
。
し
か
し
、
コ
ル
バ
ン
の
比
較
哲
学
は
ア
ブ

ラ
ハ
ム
の
宗
教
の
領
域
に
限
定
さ
れ
る
。
コ
ル
バ
ン
の
哲
学
に
対
し
て
、

我
々
は
対
話
（
比
較
）
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
四
つ
の
段
階
を
想
定
す

る
こ
と
が
で
き
、
第
四
段
階
は
歴
史
を
超
え
る
対
話
に
相
当
す
る）

11
（

。

　
①
二
人
の
哲
学
者
や
思
想
家
の
う
ち
に
共
通
の
コ
ト
バ
、
共
通
の
文

化
、
共
通
の
歴
史
（
伝
統
）
が
あ
る
。
例
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
哲
学
と
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
を
比
較
す
る
こ
と
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
②
二
人
の
哲
学
者
や
思
想
家
の
う
ち
に
共
通
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化
が

あ
る
が
、
コ
ト
バ
と
哲
学
派
の
点
か
ら
彼
ら
の
間
に
異
な
る
も
の
が
あ

る
。
例
え
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
と
カ
ン
ト
哲
学
を
比
較
す
る
。
こ

の
段
階
で
は
コ
ト
バ
は
違
う
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
カ
ン
ト
は
西
洋
哲

学
の
伝
統
の
中
で
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
③
二
人
の
哲
学
者
や
思
想
家
の
う
ち
に
共
通
の
コ
ト
バ
と
共
通
の
文
化

は
な
い
が
、
彼
ら
の
間
に
共
通
の
哲
学
の
基
礎
が
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ブ

ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
哲
学
と
ア
ク
ィ
ナ
ス
哲
学
を
比
較
す
る
こ
と
だ
。
こ
の

段
階
で
は
、
共
通
の
コ
ト
バ
・
共
通
の
文
化
に
関
し
て
問
題
が
あ
る
が
、

彼
ら
の
哲
学
の
基
礎
は
共
通
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
ス
コ
ラ
哲
学
の
伝
統
に

属
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
を
基
礎
と
す
る
。

　
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
、
我
々
は
ま
だ
哲

学
の
歴
史
の
領
域
に
い
る
。
西
洋
思
想
史
の
歴
史
家
が
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学

を
ス
コ
ラ
哲
学
の
基
礎
と
見
做
し
て
い
る
事
実
か
ら
も
、
こ
の
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　
④
二
人
の
哲
学
者
や
思
想
家
の
間
に
共
通
の
コ
ト
バ
、
共
通
の
歴
史
・

文
化
・
基
礎
が
な
い
。
例
え
ば
、
井
筒
俊
彦
の
研
究
の
よ
う
に
、
イ
ブ
ン
・

ア
ラ
ビ
ー
思
想
と
老
子
・
荘
子
思
想
を
比
較
す
る
こ
と
が
こ
れ
に
あ
た
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7
）
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
者
た
ち
に
と
っ
て
、
教
典
は
古
く
忘
れ
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
そ
れ
は
一
瞬
一
瞬
に
新
し
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
こ
と

に
十
分
に
注
意
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は
微
妙
な
主
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
微
妙
な
主
題
と
は
時
間
の
問
題
、
ま
た
は
歴
史
の

問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
教
典
や
宗
教
の
概
念
を
理
解
す
る
に
際
し
て
、

二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
①

歴
史
上
の
観
点
か
ら
教
典
や
宗
教
の
概
念
を
解
釈
や
註
釈
す
る
こ
と
、
②
歴
史

の
領
域
を
超
え
て
教
典
や
宗
教
の
概
念
を
他
の
時
間
に
お
い
て
解
釈
し
註
釈
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
①
は
歴
史
家
や
宗
教
史
家
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
、

宗
教
史
家
は
教
典
の
内
面
、
ま
た
は
、
現
象
の
内
面
と
関
係
は
な
い
。
換
言
す

れ
ば
、
神
秘
主
義
者
、
あ
る
い
は
「
現
前
」
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
解
釈
学
に

従
う
現
象
学
者
と
異
な
り
、
歴
史
家
が
教
典
や
宗
教
の
概
念
を
歴
史
的
に
解
釈

す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
概
念
が
「
現
在
」
に
現
前
さ
れ
て
な
い
。
こ
の
立
場
は
、

教
典
や
宗
教
の
概
念
が
過
去
に
属
す
る
と
い
う
考
え
を
前
提
に
し
て
い
る
。
従

っ
て
、
歴
史
家
は
「
現
前
」
を
解
釈
す
る
解
釈
学
に
従
う
現
象
学
者
と
異
な
り
、

教
典
や
宗
教
の
概
念
に
神
聖
の
意
味
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

歴
史
家
に
と
っ
て
は
、
宗
教
の
言
語
は
非
事
実
的
な
（non factual

）
も
の
で

あ
り
、
か
つ
過
去
に
属
す
る
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
、
②
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
る
。

　
②
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
教
典
や
宗
教
の
概
念
は
、
古
い
概
念
や
過
去

に
属
す
る
概
念
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
概
念
が
他
の
世
界
に
お
い
て
も
起
き
、

神
秘
主
義
者
は
そ
の
世
界
に
戻
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
の
領
域
を
超
え
、
メ

タ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
お
い
て
教
典
や
宗
教
の
概
念
の
内
面
の
意
味
を
開
示
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
宗
教
の
言
語
は
、
も
は
や
非

事
実
的
な
（non factual

）
も
の
で
は
な
く
、
事
実
的
（factual

）
で
あ
る
。

こ
の
言
語
は
神
秘
主
義
者
の
「
現
前
」
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
我
々

は
時
間
を
「
世
間
の
時
間
」
と
「
精
神
的
な
時
間
」、
ま
た
は
、「
メ
タ
・
ヒ
ス

ト
リ
ー
の
時
間
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　「
世
間
の
時
間
」
と
は
、
日
常
的
な
時
間
、
物
理
学
で
論
じ
る
時
間
、
歴
史
的

井
筒
の
比
較
哲
学
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
宗
教
の
領
域
に
加
え
て
、
東
洋
の
全

て
の
伝
統
を
含
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
の
領
域
を
超
え
る
コ
ル
バ

ン
の
現
象
学
の
方
法
論
は
井
筒
の
東
洋
哲
学
に
至
っ
た
。
こ
の
東
洋
哲
学

は
歴
史
的
な
断
絶
と
差
別
を
超
え
、
同
時
的
に
全
て
の
内
面
的
な
学
派
を

同
時
代
に
「
現
前
」
さ
せ
る
形
で
の
内
面
的
「
歴
史
」
を
語
る
。
そ
れ
は

異
文
化
間
の
対
話
を
成
り
立
た
せ
る
解
釈
行
為
で
も
あ
る
。
こ
の
内
面
的

な
歴
史
を
コ
ル
バ
ン
は
「
歴
史
叡
智
学
」（historiosophie

）
と
「
神
聖

史
」（hiéro-historie

）
と
呼
ん
だ
の
で
あ
り
、
井
筒
の
比
較
哲
学
・
東

洋
哲
学
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ル
バ
ン
の
理
念
を
背
景
に
も
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
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コ
ル
バ
ン
に
と
っ
て
現
象
学
の
意
義
と
概
念
はkashf al-m

ahjūb

（
隠
さ
れ

た
る
も
の
の
開
示
）
と
い
う
キ
ー
タ
ー
ム
と
同
義
語
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
の
訳

や
解
説
の
た
め
に
、
次
の
三
種
類
の
方
法
を
説
く
。
第
一
の
方
法
は
、「
現
象
学
」

（phenom
enology

）
の
単
語
を
そ
の
ま
ま
に
ア
ラ
ビ
ア
語
の
文
字
で
書
く
こ
と

で
あ
る
。
第
二
の
方
法
は
、
様
々
な
辞
典
を
調
べ
、
そ
れ
ら
の
中
に
「
現
象
学
」

の
訳
語
に
、
適
切
な
言
葉
を
選
択
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の

方
法
に
対
し
て
、
他
の
よ
り
正
確
な
方
法
も
あ
る
。
第
三
の
方
法
に
基
づ
い
て
、

ペ
ル
シ
ャ
語
や
ア
ラ
ビ
ア
語
に
お
け
る
哲
学
的
・
神
秘
主
義
的
な
概
念
の
う
ち

に
、
正
確
な
概
念
を
、
そ
れ
の
訳
や
解
説
の
た
め
に
探
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
彼
は
、
現
象
学
の
概
念
を
説
明
す
る
た
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
に
お

け
るkashf al-m

ahjūb

（
隠
さ
れ
た
る
も
の
の
開
示
）
と
い
う
キ
ー
タ
ー
ム
を

選
択
し
た
。Kashf al-m

ahjūb

と
い
う
キ
ー
タ
ー
ム
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘

主
義
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
様
々
な
著
作
の
題
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
、「
隠

さ
れ
た
る
も
の
の
開
示
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
コ
ル
バ
ン
に
よ
る
と
、
こ
の

言
葉
の
概
念
は
ま
さ
に
正
確
に
現
象
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
応
し
、
現
象
の
内

面
的
な
意
味
を
開
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。Kashf

の
意
味
は
、
暴
露
す
る
こ
と
・

覆
い
を
と
る
こ
と
（Enthüllung

）、
発
見
（Entdecken

）
で
あ
り
、
外
面
の

裏
に
隠
さ
れ
た
実
在
（
現
象
の
内
面
）
が
開
示
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
コ
ル
バ
ン
と
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
現
象
の
内
面
を
隠

し
た
こ
の
幕
が
、
現
実
に
は
我
々
の
自
分
自
身
で
あ
り
、
我
々
は
自
分
自
身
を

現
に
現
前
し
な
い
し
、
こ
こ
で
自
分
自
身
を
開
示
し
な
い
（D

a-sein

）
ほ
ど
ま

で
に
、
現
象
は
我
々
に
よ
り
、
そ
の
ま
ま
に
隠
さ
れ
た
よ
う
に
残
っ
て
い
る
。

な
時
間
で
あ
り
、
我
々
は
毎
日
、
自
分
の
生
活
に
わ
た
っ
て
こ
の
時
間
を
使
っ

て
い
る
。
歴
史
は
こ
の
時
間
に
よ
っ
て
意
味
を
も
ち
、
こ
の
世
の
諸
出
来
事
が

こ
の
時
間
や
こ
の
歴
史
の
う
ち
で
起
き
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
時
間
は
ま
さ
に

「
物
質
の
第
四
次
元
」
で
あ
る
。
こ
の
時
間
に
基
づ
く
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
象

は
具
体
的
な
時
代
に
属
し
、
も
し
そ
れ
ら
が
時
間
や
歴
史
の
次
元
を
離
れ
た
ら
、

そ
れ
ら
は
本
質
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
世
間
の
時
間
」
に
基
づ
く

な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
象
は
自
ら
の
歴
史
や
自
ら
の
時
間
と
結
び
付
き
、
も
し

そ
の
現
象
の
時
間
が
変
化
す
れ
ば
、
そ
の
本
質
も
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
、
も
し
あ
る
現
象
や
あ
る
出
来
事
が
、
そ
れ
が
生
じ
た
自
分
自
身

の
時
間
を
離
れ
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
も
し
そ
の
現
象
自
身
の
歴
史
的
な
空
間
が

変
化
し
た
と
す
れ
ば
、
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
現
象
は
現
実
に
自
己
の

一
切
の
実
在
を
離
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　
も
し
こ
の
こ
と
を
簡
単
に
説
明
す
る
な
ら
、
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
象
は
特
定
の
時
間
や
特
定
の
空
間
に
お
い
て
生
じ
、
そ
れ
ら
を
そ

の
時
間
や
そ
の
空
間
の
領
域
に
お
い
て
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ

う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
時
間
に
対
し
「
精
神
的
な
時
間
」
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
時
間
は
日
常
的
な
時
間
、
物
理
学
の
時
間
、
歴
史
的
な
時
間
で

は
な
く
、
そ
れ
は
精
神
の
時
間
や
心
の
時
間
で
あ
る
。
量
の
カ
テ
ゴ
リ
に
属
す

る
「
世
間
の
時
間
」
に
対
し
て
、「
精
神
的
な
時
間
」
は
質
の
カ
テ
ゴ
リ
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
世
間
の
時
間
」
は
、
開
始
と
結
末
が
あ
る
時

間
（
つ
ま
り
、
歴
史
の
時
間
）
で
あ
る
が
、「
精
神
的
な
時
間
」
は
そ
れ
の
中
に

時
間
の
開
始
と
結
末
が
な
い
、「
過
去
」「
現
在
」「
未
来
」
が
一
体
に
な
る
と
い

う
よ
う
な
時
間
観
念
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、「
精
神
的
な
時
間
」
に
お
い
て
は

時
間
の
連
結
と
延
長
の
代
わ
り
に
、
時
間
の
分
離
が
あ
る
。
歴
史
的
な
時
間
の

領
域
を
超
え
る
こ
の
「
精
神
的
な
時
間
」
は
ま
さ
に
「
メ
タ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の

時
間
」
で
あ
る
。

　（
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）H
enry Corbin, “The Concept of Com
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English by Peter Russell, Cam
bridge: G

olgnooza Press, 1981, p.3.
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onde 
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と
い
う
の
も
、
我
々
は
必
要
な
解
釈
学
の
レ
ベ
ル
に
ま
だ
達
し
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
我
々
を
必
要
な
解
釈
学
の
レ
ベ
ル
に
置
き
、
教
典
の
内
面
を
開
示
す

る
の
は
、taw

’īl

と
い
う
概
念
で
あ
る
。Taw

’īl

と
は
「
あ
る
も
の
を
自
ら
の
本

来
の
す
が
た
（archetype

）
に
戻
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
昔
か
ら
聖
書
の
解
釈
者
た
ち
と
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
者
た
ち
の
間
に
流

布
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
よ
る
と
、
教
典
は
外
面
次
元
と
内
面
次
元

を
も
ち
、
精
神
的
な
解
釈
学
は
内
面
か
ら
外
面
へ
、
外
面
か
ら
内
面
へ
と
至
ろ

う
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
聖
書
の
解
釈
学
者
や
神
秘
主
義
者
か
ら
見
る
と
、

教
典
は
決
し
て
古
い
テ
キ
ス
ト
や
過
去
に
属
す
る
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
一
瞬

一
瞬
に
新
し
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
精
神
的
な
解
釈
学
の
レ
ベ
ル

に
い
る
神
秘
主
義
者
は
教
典
の
内
面
に
戻
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
の
実
在
の

意
味
を
開
示
し
て
現
前
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　（
11
）Toshihiko Izutsu, Sufism

 and Taoism
: A

 C
om

parative Study Key 
Philosophical C

oncepts, Tokyo, C
alifornia: U

niversity of C
alifornia 

Press, 1984, p.191.
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）
井
筒
俊
彦
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対
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非
対
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